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大 洲 民 報 2018 年 12 月 16 日
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 
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39-2915 

⑮ 大駄場の仮設住宅の増築を考えていないのか。住宅を取り壊して、建

て替えるが住む場所がない。肱川町内、個人で嵩上げしないで済むように

してほしい。 

大洲市：災害公共住宅を考えている。仮設住宅は入るための規則があるが、

その中にそれ以外という部分もあるので考えていく。 

⑯ ダムの放流後、肱川に１８２枚のビニールなどのゴミがある。除けて

欲しい。 

愛媛県：河床掘削する場所以外は手が付けられない。 

 

⑰ 安全に避難でできる避難場所を今すぐに用意すべき 

⑱ 肱川支所にホットラインしてほしい 

⑲ 補助金や義援金では足りない。 

⑳ 復興しているニュースだけでなく、まだホットプレートでご飯の準備

をしている家もある。まだまだだと報じてほしい。 

○ 子どもが心に傷を持ってしまった。雨が降るたびにおびえている。 

 

１２月議会一般会計補正予算案の主なもの 
単位：千円

○ふるさと納税関係経費：１０，０１６ 

ふるさと納税関係経費追加 １０，０１６      

ふるさと納税寄付見込額の変更（３０，０００千円→ 

５０，０００千円）にともなう、返礼品など経費追加

報償費 ８，０００ 

増加分 20,000 千円×還元率 40％（送料含む）＝8,000 千円 

手数料 ２，０１６ 

       Ｙａｈｏｏ！公金システム利用料                                    

        20,000 千円×１％×1.08＝216 千円 

      ふるさと納税業務代行手数料 

       20,000 千円×９％＝1,800 千円 

○地域振興基金積立金：２０，０００ 

      追加＝ふるさと納税寄付金見込額の変更 

   基金を積み立てる 

以下、次号に続きます。

肱川地区復興にかかる意見交換会での 

意見と答弁
※筆記記録ですので、聞き間違いなどあるかもしれません。ご了承ください。

先週の続きです。

⑩ 家の取り壊しについて１０月末までと印鑑を押したが、家族で相談する

暇がなかった。どうにかならないのか。兄弟が多いと相談する暇もない 

大洲市：１０月末としているが、相談に応じていきます。  

  

⑪ 鹿野川大橋の整備しないなら県道の整備してほしい。また鹿野川大橋の

信号を早急に付けてほしい。 

愛媛県：肱川公園線の３箇所ほど離合の難しい所がある。鳥首側の２箇所測

量設計し、用地買収していきたい赤岩側は、河川改修の整備を含め

て考えたい。信号は年末までに時間がないが、何らかの対策を取ら

せてもらう。 

 

⑫ 赤岩近くの堤防の嵩上げをしてほしい。スピーカーの設置や集会所は大

洲市が直してくれるが備品がない。考えてほしい。 

答弁：堤防の嵩上げは考えていく。スピーカーの位置は調査したい。 

  

⑬ ホットラインが入り、６０００トンくるというぎりぎりのタイミング

に、精査していたという。市長は申し訳ないというコメントをしないのか。

市長：ホットラインで最大放流量６０００トンと６時５０分くらいにあっ

た。水位を見ながら避難指示を７時３０分に行った。確かに申し訳な

かったと思っている。ダムの放流量に応じ見直していきたい。ダムが

出来てから、異常洪水防災操作をしたことがない。 

 

⑭ 行政を当てにしないから、いつ、どのくらい放流しているのかわかるよ

うにしてほしい。住民にわかる伝え方をして放流量を知らせてほしい。 

ダム管理者：川の防災情報を出している。 

 

 

 


